
科 
目 数学－A 

 
 
     受験番号             氏 名            

 

 

科 
目 数学－A 

 
 

                                    ※解答は，点線より下に記入すること． 
 
（注：この用紙の問題への解答はこの面のみとし，裏面にはしないこと．） 
 

問題  以下の問いに答えよ． 

(1) 図のような 3 つのベクトル𝒂𝒂1,𝒂𝒂2,𝒂𝒂3がつくる平行六面体の体積 𝑉𝑉 を

ベクトル𝒂𝒂1,𝒂𝒂2,𝒂𝒂3で記述せよ． 

(2) 単位長さが等しい直交座標系における 3 つのベクトルを𝒂𝒂1 = 𝑎𝑎
2

(1,1,0), 

  𝒂𝒂2 = 𝑎𝑎
2

(0,1,1), 𝒂𝒂3 = 𝑎𝑎
2

(1,0,1)とする．このベクトル𝒂𝒂1,𝒂𝒂2,𝒂𝒂3がつくる平行六面体の体積 𝑉𝑉を求めよ． 
 

 

 

  



【解答】 
 

(1)  𝑉𝑉 = (𝒂𝒂1 × 𝒂𝒂2) ∙ 𝒂𝒂3 = 𝒂𝒂1 ∙ (𝒂𝒂2 × 𝒂𝒂3)   

 

𝑉𝑉 =
𝑎𝑎3

4
 

 

(2) 



数学-B   50点
周期2𝐿𝐿の周期関数𝑓𝑓(𝑥𝑥)をsin，cosの和の形式でフーリエ級数展開すると次式となる．

𝑓𝑓 𝑥𝑥 =
𝑎𝑎0
2

+ �
𝑛𝑛=1

∞

(𝑎𝑎𝑛𝑛cos
𝑛𝑛𝑛𝑛
𝐿𝐿
𝑥𝑥 + 𝑏𝑏𝑛𝑛sin

𝑛𝑛𝑛𝑛
𝐿𝐿
𝑥𝑥) .

基本周期(0~ + 4) の周期関数 𝑓𝑓 𝑥𝑥 = 1
16
� 𝑥𝑥2 をフーリエ級数展開に関して以下の問いに答えよ．

① 関数を図示せよ. (5点)

② 係数𝑎𝑎0，𝑎𝑎𝑛𝑛 𝑛𝑛 = 1,2,3,⋯ を求めよ. (20点)

③ 係数 𝑏𝑏𝑛𝑛 𝑛𝑛 = 1,2,3,⋯ を求めよ. (20点)

④ フーリエ級数展開した式を記述せよ． (5点)

必要があれば，∫𝑓𝑓(𝑥𝑥) � 𝑔𝑔′ 𝑥𝑥 𝑑𝑑𝑥𝑥 = 𝑓𝑓 𝑥𝑥 � 𝑔𝑔 𝑥𝑥 − ∫𝑓𝑓′(𝑥𝑥) � 𝑔𝑔 𝑥𝑥 𝑑𝑑𝑥𝑥の式を活用せよ．



① 5点/50点
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② 20点/50点
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(𝑛𝑛 = 1,2,3,⋯ )



③ 20点/50点
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④ 5点/50点

𝑎𝑎0 =
2
3

𝑎𝑎𝑛𝑛 =
1
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科 
目 数学－C 

 
 
     受験番号             氏 名            

 

 

科 
目 数学－C 

 
 

                                    ※解答は，点線より下に記入すること． 
 
（注：この用紙の問題への解答はこの面のみとし，裏面にはしないこと．） 
 

問題 以下の問いに答えよ．ただし，𝑎𝑎 > 0とする． 

(1) 𝑓𝑓(𝑡𝑡)を(−∞, +∞)で定義されている関数とするとき，これのフーリエ変換ℱ[𝑓𝑓(𝑡𝑡)]の定義式を書け． 

(2) 関数𝑓𝑓(𝑡𝑡) = 𝑒𝑒−𝑎𝑎𝑡𝑡2を図示せよ． 

(3) 関数𝑓𝑓(𝑡𝑡) = 𝑒𝑒−𝑎𝑎𝑡𝑡2のフーリエ変換 ℱ[𝑓𝑓(𝑡𝑡)]を求めよ．  

必要に応じて，∫ 𝑒𝑒−𝑥𝑥2𝑑𝑑𝑑𝑑+∞
0 = √𝜋𝜋

2
 の関係を用いても良い． 

 

  



【解答】 
 

(1) 𝑓𝑓(𝑡𝑡)を(−∞, +∞)で定義された関数とするとき，変数𝑤𝑤の関数 

𝐹𝐹(𝑤𝑤) =
1

√2𝜋𝜋
� 𝑓𝑓(𝑡𝑡) ∙ 𝑒𝑒−𝑖𝑖𝑖𝑖𝑡𝑡𝑑𝑑𝑡𝑡
+∞

−∞
 

を 𝑓𝑓(𝑡𝑡) のフーリエ変換という. 
 
 

(2) 関数𝑓𝑓(𝑡𝑡)下図のようなグラフとなる. 

 

 

(3)  𝐹𝐹(𝑤𝑤) = ℑ[𝑓𝑓(𝑡𝑡)] = 1
√2𝑎𝑎

𝑒𝑒−
𝑤𝑤2

4𝑎𝑎 

 

 


